




































































































































　今回、5 月の終わりから 7 月という、まさに白
夜の期間にこれらの都市を訪問して、図書館を訪
れ、利用させてもらった。夜遅くまで開館してい
る図書館もあったが、閉館時間までいてもまだ外
は明るい。あいにく大学図書館は休館も多かった
が、それらも含めて一通りの見学はできたと思う
し、利用方法の確認はできた。どの図書館も外国
人でもかなり自由に利用できることが印象に残っ
た。この時期はバカンスシーズンで、これらの都
市はロシアからを含め多くの家族連れ等（日本人
もほんの少し）でにぎわっていたが、それを尻目
に図書館や書店をまわるのはちょっと奇妙な経験
であった。
　ところで、もちろんモスクワにもいくつも図書
館がある。もっとも有名なのがロシア国立図書館
であろう。4700 万点を超える資料が収蔵されて
いるという巨大図書館である。実は、この図書館
の入館証は作ったものの、まだほとんど利用して
いない（パスポートとハガキ大の申請書の記入で、
無料で写真付きの入館証が発行された）。今後は
モスクワの図書館も十分に利用することになるだ
ろう。
